
 

令和５年度（2023年度） 

北海道教育委員会の活動状況に関する点検・評価報告書（概要） 

 

１　点検・評価の流れ

　 　 　 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条に基づき、教育委員会は、①毎年、②学識経

験を有する者の知見を活用しながら、③教育委員会の権限に属する事務の管理・執行の状況につい
て点検・評価を行い、④その結果に関する報告書を作成し議会に提出・公表するもの。 

　 　 （平成20年度（2008年度）から実施） 

   

●前年度の教育委員会 点　 　 検 報告書 議会報告 施策への 

　 の活動状況 評価分析 の作成 公　 　 表 反　 映

 
●前年度の教育計画の 外部有識者の知見の活用 
　 推進状況 （北海道教育推進会議の意見）

 

 

 

２　点検・評価報告書の構成    ※第１章及び資料編は現在作成中のため今回は未添付

　　■　 第１章　 教育委員会の活動状況 

　 　 　 　 教育委員会の会議の開催状況、法規等の制定及び計画等の策定状況　 など 

 

　 　 ■　 第２章　 施策の推進状況（個別施策の評価） 
　 　 　 　 北海道教育推進計画（20２３年度～20２７年度（令和５年度～９年度））に掲げる２２の 

　 　 　 施策項目ごとに推進状況を評価 

 

　 　 ■　 資料編　 その他参考資料 

　 　 　 　 研究指定校等一覧、教職員等の研修、図書館等社会教育施設の利用実績　 など 

 

 

３　「第２章　施策の推進状況」の概要

　　■　 個別施策の評価【対象年度：令和５年度（2023年度）】 

　 　 　 ○　 ＰＤＣＡサイクルに基づき、取組の実績、成果と課題及び進捗状況を分析・評価するとともに、 
　 　 　 　 総合評価を踏まえた次年度の取組を整理 

　 　 　 ○　 ２２の施策項目ごとに推進指標の進捗率による定量評価と、定性評価により評価 

　 　 　 　 ・ [定量評価] 施策項目ごとに設定する推進指標ごとに４段階（１～４点）で評価し、その平均点 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  で判定　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   
　 　 　 　 ・ [定性評価] 定量評価を補足するため、取組の柱ごとに２段階で評価し、その平均点で判定 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  （「進展が見られる＝１点」「進展が見られない＝０点」） 
　 　 　 　 ・ [総合評価] 定量評価と定性評価の合計点により４段階で判定 

                      「順調」「概ね順調」「やや遅れている」「遅れている」 
 


